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す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死

傷
者
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
火
災
予
防
意
識
の
向

上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
火
気
の
取
り
扱
い
を

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
消
防
団
で
は
平
成
25
年
4
月
か
ら

入
団
し
て
い
た
だ
け
る
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

災
害
形
態
が
複
雑
化
す
る
中
で
、
地

域
に
も
っ
と
も
身
近
な
防
災
機
関
で
あ

る
「
消
防
団
」
の
活
動
は
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
地

域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員
と
し
て

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
入
団
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
で
18
歳
以

上
の
健
康
な
人

●
主
な
活
動
内
容　

▽
地
域
に
お
け
る

火
災
等
災
害
現
場
活
動
（
男
性
団

員
）
▽
保
育
園
等
で
の
予
防
啓
発
活

動
（
女
性
団
員
）
▽
ポ
ン
プ
操
法
等

行
事
・
訓
練
（
年
数
回
）
▽
予
防
広

報･

警
戒
活
動
（
月
2
回
程
度
）

●
待
遇　

▽
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報

償
金
制
度
あ
り
▽
制
服
・
装
備
品
貸
与

「
あ
づ
み
の
再さ
い
き活
の
松
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
松
く
い
虫
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
被
害
ま
ん
延
の
原
因
で
あ
る
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
天
敵
「
ア
カ
ゲ

ラ
」の
巣
箱
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
11
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
受
付
9
時

30
分
～
）

●
場
所　

森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

「
天
平
の
森
」（
明
科
地
域
長
峰
山
）

●
定
員　

親
子
30
組
（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
は
１
人
で
も
参
加
可
能

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

作
業
で
き
る
服
装
、
軍
手

等
、
昼
食
（
食
堂
で
も
注
文
可
能
）

※
工
作
道
具
は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す

が
、
使
い
慣
れ
て
い
る
道
具
が
あ
れ

ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

10
月
29
日
（
月
）
か
ら

11
月
9
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
事
務
局

（
耕
地
林
務
課
林
務
担
当
）
に
、
電

話
お
よ
び
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
全
国
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か
な
い

　
離
れ
な
い
」

季
節
が
変
わ
り
、
暖
房
器
具
を
使
用

犀川河川敷内の樹木伐採をしてくださる人に伐採木をお譲りします被災地復興支援など派遣職員報告会を開催
●伐採箇所　豊科（犀川・高瀬川合流点上流約 2㌔の犀川左岸河川敷）4 区画
●伐採可能量　１区画約 300 ～ 600㎡区画内のハリエンジュ
●作業時期　12 月上旬～平成 25 年１月中旬（予定）
●申し込み　11 月 12 日（月）までに、千曲川河川事務所ホームページ
「伐採希望の公募、樹木等無償提供」からお申し込みください。
応募者多数の場合は抽選となります。
詳しくはホームページ（http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/）をご覧く
ださい。

●問い合わせ　国土交通省　千曲川河川事務所管理課（4026･227･9261）

被災地への復興支援や国・県・近隣自治体へ研修に派遣されている
職員による報告会が 10 月 5 日、本庁舎と県安曇野庁舎で行われました。

当日は、7 人の職員から宮澤市長へ派遣先の様子などが報告されま
した。このうち本年 4 月から宮城県多賀城市へ被災地支援で派遣され
ている技術系職員 2 人からは市内の様子や業務について「防災公園や
防災道路の仕事を任され、一層復興支援に努めたい」との報告があり
ました。宮澤市長は「派遣先で得た知識や先進的な取り組みを、今後
の市の業務に生かしてほしい」と職員を激励しました。

東
日
本
大
震
災
義
援
金
は
、
平
成
24

年
9
月
30
日
時
点
で
、
４
９
７
４
万

５
２
６
０
円
と
な
り
、
全
額
、
日
本
赤

十
字
社
を
通
し
て
被
災
者
へ
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
か
ら
義
援
金
の
申
し
出
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
る
現
状
な
ど
か
ら
、
日

本
赤
十
字
社
の
期
間
延
長
に
合
わ
せ
て

市
で
も
、
募
集
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で

ま
た
、
被
災
地
の
自
治
体
や
被
災
し

た
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
募
金
を
直
接

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

堀
金
地
域
の
下
堀
区
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成

事
業
を
活
用
し
、
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
促
進
を
目
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
必
要
な
機
材
を
整
備
し
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
事
業
は
、
住
民
が
自
主

的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自

治
組
織
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接

必
要
な
施
設
ま
た
は
設
備

の
整
備
に
関
す
る
こ
と
や

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

9 月分の空間放射線量
測定
結果

　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

9/4（火） 9/11（火） 9/18（火） 9/25（火）
本 庁 舎 0.10 0.10 0.09 0.10
豊科庁舎 0.10 0.09 0.09 0.09
穂高庁舎 0.09 0.09 0.09 0.09
三郷庁舎 0.09 0.10 0.09 0.09
堀金庁舎 0.09 0.09 0.09 0.10
明科庁舎 0.08 0.09 0.08 0.08
穂高健康

支援センター 0.10 0.11 0.10 0.10

11
月
9
日（
金
）～
11
月
15
日（
木
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

問
豊
科
消
防
署（

72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62･

２
９
９
２
）

　

ま
た
は
、松
本
広
域
消
防
局
予
防
課

　
　
　
　
　
　
（

25･

１
５
９
９
）

心

用

の

火

市
消
防
団
員
募
集

問
堀
総
務
部
危
機
管
理
室

（

72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

松
く
い
虫
の
被
害
か
ら
松
を
守
る

「
ア
カ
ゲ
ラ
の
巣
箱
」を
作
ろ
う

問
三
農
林
部
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77･

３
１
１
１
㈹ 

77･

６
０
６
０
）

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

助
成
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
資
機
材
を
整
備

問
堀
地
域
支
援
課
地
域
担
当

（

72･

３
１
０
６
㈹ 

72･

４
９
０
０
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金

募
集
期
間
を
延
長

問
健
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（

81･

０
７
１
６ 

81･

０
７
０
３
）

虫

防

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

障がい者雇用
促進セミナー

JA 長野厚生連安曇総合病院精神科
樋
と い ば な

端佑
ゆ う き

樹先生から「～診断と精神科
医を使いこなす～みんなでハッピー
になるための精神医療の使い方のヒ
ント」と題しお話いただきます。

日：11 月 2 日（金）
　12：30 受付開始
　13：00 ～ 16：00
場：キッセイ文化ホール
　国際会議室

料：無料 申：不要
問：松本圏域障害者就業・生活

支援センターあるぷ
（473･4664 673･2265）

長野県
看護研究学会
特別講演

看護研究学会の中で、一般社団法人
日本駆け込み寺代表の玄

げ ん

秀盛さんか
ら「人生　愛と命」と題した特別講
演を一般公開します。

日：11 月 6 日（火）
　15：00 ～ 16：30
場：キッセイ文化ホール

料：無料 申：不要
問：長野県看護協会
　（435･0421）

安曇野の自然と文化を
考える会発表会
―今こそ総力を発揮―

「安曇野から文化の発信を」と志を
高く発足した安曇野の自然と文化を
考える会では、各グループの展示お
よび事例発表、コンサート、映像作
品上映、地産地消の取り組みなど、
多彩な企画を行います。

日：11 月 2 日（金）～
　４日（日）
　毎日 9：00 ～ 16：00
場：碌山公園研成ホール

料：無料 申：不要
問：安曇野の自然と文化を考え

る会　平田さん
（482･4778） 

後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　申＝申し込み　問＝問い合わせ

金

援

義
32
ペ
ー
ジ
「
た
め
し
て
安
曇
野
検
定

ク
イ
ズ
」
の
答
え

問
題
１
…
③　

問
題
２
…
②

問
題
３
…
①　

問
題
４
…
③

多賀城市内の復興状況を説明する職員

長
野

自
動
車
道安曇野

スイス村

犀川と高瀬川の
合流地点から
上流２kmあたり

重柳

大王
わさび農場

伐採場所

路
道
防
堤

川
　
犀

下堀区で整備した備品
発電機、照明器具、ドラムコード、
メガホン、音響備品、ＡＶ機器、プ
ロジェクターなど


